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はじめに
ジェイムズ・サーバー（1889～1956）は「マーク・トウェイン以来，最大のユーモア作
家」（ヘラルド・トリビューン紙）ともいわれ，20世紀のアメリカ合衆国を代表するユーモ
ア作家である。
彼はオハイオ州コランバス市に生れた。父は地方政治家で，母は，若い時，女優になる
ことを夢見た，話を面白くする，社交的な性格の持主であったという。変装して，近くの
不動産屋へ客として行き，からかったり，わざわざ犬を掻き集め，地下室に閉じ込めて，
犬嫌いの伯母に餌を持って行くよう頼む茶目っ気があった')。こうした母の性格は，家庭の
事情で,伯母と暮らしたジェイムズ少年にとっては理想化され,誇張されたかも知れない。
兄も面白い性格であったらしく，ある晩，石油ストーヴの石油が漏れ，爆発する恐れ力寸あ
るので，避難しろと母に言われて逃げたものの，結局大事にはならなかったが，兄はもう
一度やって，爆発させてくれるよう，泣いてせがんだという2)。また，後年，アラスカへ，
一山あてようと出かけたりして，夢を追う生活をし，「ウォルター・ミティの秘密生活」の
主人公のモデルになったともいわれている。こうした環境の中で育った彼は,早くよりユー
モラスなものの見方を身につけたといえる。
一方、7才の時，兄がもてあそんでいた弓矢が左眼に当たり，それがもとで左眼が失明
し，早くより性格に暗い一面を投げかける体験をし，周囲を一歩しりぞいて見る，内攻的
な傾向を持つようになった。中年以後は右眼も視力が衰え，晩年には口述筆記をしなけれ
ばならなかったという。彼は自分の視力は普通の5分の2しかないといい，作品の中では
誇張して，「さしあたって，わたしには5分の1の視力しかないので現実にはそいつを見る
ことはできないけれども，彼のいる気配は聞えるのだ｣3)といっている。彼の文章には目新
しい擬音語が多いのは視覚を聴覚で補わねばならなかったせいであろう。また，彼の犬好
きは有名で，多くの小品を書いている力：，これも彼の内面と深い関係があるだろう。
1913年にオハイオ州立大学に入学したが，理科系の学習は不得手で，植物学の顕微鏡の
操作がうまくできず，先生を手こずらせたことが，やや大げさに，面白おかし〈「大学時
代｣に書かれている。結局，大学は1918年に中退しているが，授業とは無関係な多くの本
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を読んだり，文章力を見込まれて大学新聞と関係したり，ジャーナリストとしての腕は磨
かれていた。大学を中退後，国務省やパリのアメリカ大使館で暗号係を務めた。これは視
力の弱さ故に徴兵検査に合格できなかった屈辱と関係があったかもしれない。また，言葉
に対する異常なまでの敏感さは，生れつきの才能とともに，この時の経験が深く関係して
いたであろう。
1920年には，コランバス市の地方新聞の記者となり，その間に，さまざまな形式の文章
を手がけた｡その後,大都市の有力紙と関係した後,1927年に『シャー ロットの贈物』(1952）
の作者である,EB.ホワイトの紹介で，発刊間もない，都会人向の『ニューヨーカー』誌
の編集に加わった。ホワイトとの出会は，彼にとっては有意義で，彼の教えによって，新
聞記者的文章から，作家的な文章への脱皮を果したという。彼の作品は『ニューヨーカー』
誌を舞台にして発表され，1929年には，ホワイトとの共著，『性は必要か』が出て，一躍彼
の名が上った。
それより前，1922年に，大学のカーニバルで女王に選ばれたことのある，才色兼備の女
性と結婚し，彼も得意であったが，内攻的な一面のあるサーバーと波長が合わず，1934年
に破局を迎えている。こうした経験は，彼の女性観に影響を与えずにはおかなかったであ
ろう。彼の文章の中に，女性に対する嫌悪とまでは行かぬにせよ，避けたり，面倒がった
り，調刺の対象としたりする傾向が見られる。『新イソップ物語』の｢少女と狼｣では，「女
の子を馬鹿にするのは昔ほど容易ではありませんよ」4)といっている。また，「アメリカの
女はアメリカの大学みたいなものだ。中身は退屈で，半分死んでいる｣5)と，ある人物に云
わせている。他に，「空の縁石｣，「プレブル氏妻を厄介払いする｣，「2つのハンバー ガー ｣，
「庭の一角獣」などにも，サーバーの女性観が色濃く反映されている。
1935年からは，文筆に専念した。彼の文章は構文も，内容も，さほど難かしぐないが，
きりりと締った，簡潔なところがある一方で，アメリカ人らしく冗舌なところもあり，言
葉に対する敏感さと遊びでは，彼の文章をなかなか手強いものにしている。また，彼のも
のの見方は，常識を破るもので，伝統的なうそを鋭く暴き，「世界で最も偉大な男」や「ブ
ルール氏の椿事」に示されているように，大きな組識とか，社会といったものに対し，強
い反発を示し，被害を受ける者に対しては深い同情をもって描いている。ドンキホーテ的
挑戦心が彼自身の中にあり，敗北を承知の上で，巨大なものにぶつかってゆく。時として
自ら，道化の役を引き受けるのである。
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ところで，このサーバーは児童文学と呼べるものを5編書いている。それらは，つぎの
ような作品である。
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『たくさんのお月さま』（1943）
『おえらいキロウ』（1944）
『白い鹿』（1945）
『13の時計』（1952）
『すばらしいO｣(1957)
彼の作品の多くは,雑誌や新聞で発表したせいもあろう,2,000語前後の小品が大部分だ
力:,この分野の作品は比較的多い分量の作品となっている。『たくさんのお月さま』は3,000
語程度だが，『おえらいキロウ』は7,000語程度，『白い鹿』は23,000語程度,rl3の時計』
は12,000語程度，『すばらしいO』は11,000語程度である。児童文学の分野には，想像力
を余分に掻き立てる何かがあったのかもしれない。
これら5つの作品について言えることは，いずれも，古い物語や古典的作品を基礎とし，
それらを，自分の好みなり，思想なりを盛りつける容器にしていることである。『たくさん
のお月さま』は，これといった作品はないにしても，おとぎ話の宮廷力ざ舞台になっている。
『おえらいキロウ』も，イギリス昔話の「巨人殺しのジャック」やヨーロッパの巨人退治
の話をパロディ化し，自分の思想を盛り込んでいる。『白い鹿』も，中世のロマンスや昔話
によくある，白い猪や鹿狩の話を利用している。『13の時計』は，その雰囲気を『オトラン
ト城』や中世の騎士物語や魔法の世界に借りている。『すばらしいO』はスチーブンソンの
『宝島』を土台にしていることは明白で，酒場の場面から始まっていて，登場人物の肩に
はおうむがとまっている。
Therewasagreenparrotontheman'sshoulder,andatarredpigtailhungdown
hisback.Hecarriednocrutch,forhehadtwolegs,andherolledlikeagoose
whenhewalked・Hisvoicewhenhespokewasasdeepasagoinginatomb.6)
松葉杖をついているシルバーかなと思わせたところで，「2本足があるから……」と，はくﾞ
らかせているところが，サーバーの筆法なのである。
以上で分るとおり，現代のアメリカを舞台にしているものはなく，古い世界ばかりで語
られている。サーバーは児童文学において，彼の古い世界へのもの思いや憧れを十分に駆
けめぐらせたといえる。それらは，また『大人の童話』といえるものである。
2
『たくさんのお月さま』は作者の中にある素朴な子どもらしさが，そのまま，ぼろりと，
こぼれ落ちて，作品となったようなものである。大人の常識的な，独りよがりの固くなっ
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てしまつたものの考え方に対する，子どものあどけない，しなやかな考え方の挑戦であり，
勝利なのである。この作品に接することにより，子どもは当り前だと平気でいるが，大人
は強い衝撃を受け，自分が長いこと忘れていたものを思い出させられる。
10才の王女は，ラズベリー入りタルトを食べ過ぎて，病気になってしまい，月をとって
くれなければ死んでしまうという。これは常識的な大人にとっては，途方もないことであ
り，全く理不尽な難題である。それだけ，王女の子どもらしい，あどけなさが強く印象づ
けられる。
心配し，あわてふためき，困惑した王は，内大臣，宮廷おかかえの魔法使，数学者に相
談するが，遠い所にある月だけは，どんなことをしても，手に入れられないと断られる。
彼らは日頃，有力者として，知恵者として，権威をふるい，過去の数々の手柄を並べ立て
るが何の役にもたたない。数学者を持ち出したのは理科系科目の不得意な作者の仇討ちで
あったかもしれない。王が途方にくれて，頭をかかえていると，道化が出てくる。道化は
日頃人々に馬鹿にされている存在である。それだけに彼は自分の力を知っていて，自分の
力を吹聴するようなことはしない｡彼は,王女が月をどんなものと思っているか，うかがっ
てみましょうと，その役を引き受けた。これは自分は何でも知っていると思ってる，常識
で凝り固まっている頭脳からは出てこない発想である。
王女は，月は自分の親指の爪に隠れてしまうほどのものであり，木の間から，枝にひっ
かかったように見えるので，庭の木よりも低いところにあると考えている。これは，大人
を，あつと驚ろかせる発想である。道化はさっそく王室おかかえの鍛治屋に黄金の円形の
ペンダントを作らせ，王女に捧げた。王女は大喜びをし，すぐ．元気をとりもどした。
しかし，このことが王さまに新しい悩みの種を与えた。王女が元気になって，月がまだ
空にあるのを見て，自分がもらった月形のペンダントが偽物と分ってしまうことを恐れた
のである。王は再び，内大臣，宮廷魔法使，数学者を呼び寄せ，意見を求めた。その答は
王女に何も見えない黒眼鏡をかけさせるとか，大きな暗幕で宮殿を包んでしまうとか，た
くさんの花火を打上げて誤魔化してしまうといった，たわいもないものばかりであった。
王はそのいずれにも満足せず，悩んでいると，また，道化が来て，王女にきいてみようと
いう。そして，王女は，月も，王女の歯や一角獣の角や庭園の花のように，新しく生れ変
るものであると考えていることが分る。月が天空に1つしかないと考えている常識人に
とってはまさに衝撃的な答である。何も心配することはなかったのである。こうした柔軟
なものの考え方が，困難をいとも簡単に乗り越えさせてくれることは，日常生活において，
しばしば起りうることなのである。
もう1つ，この作品を面白いものにしているのは，大臣や魔法使や数学者が過去の手柄
話を多く読み上げるのであるが，聖書にある家系の羅列と違って，読者を退屈させない。
それは単語の羅列に過ぎないけれども，そこにも，作者の言葉に対する深い配慮がなされ
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ていて，読者を退屈させないのである。桃色の象，青いプードル犬，はち鳥の舌，天使の
翼，一角獣の角，巨人・小人・人魚，聖書にある香料，そして，なに気なしに，奥さんか
ら頼まれた買物品のメモを読み上げさせるなど，作者の深い配慮力：ある。宮廷魔法使は魔
法使らしく，不思議なことをやっている。「かぶから血を絞り出して見せ，血からかぶを出
してみせる｣，「シルクハットから，白兎を出してみせ，白兎からシルクハットを出してみ
せる｣，「どこでもない所から，花・タンバリン・鳩を出し，それらからどこでもない所を
出す｣7)。これは!andnowhereoutofnowers,tambourinesanddoves'となり,$nowhere'
を生み出すという表現で，日本語では表現しにくいナンセンスの面白さである。さらに，
未来の映る水晶玉，さまざまな万能薬，一歩で7リーグ走る靴，さわれば金になる力，見
えない衣などを挙げる。ところで，この「見えない衣」に対し王が，姿が消えるどころか，
あちこちに突き当ってばかりいたと反論すると，魔法使は平然として，「その衣は王様の姿
が隠れさえすればよいので，ものにぶつからないためのものではありません｣8)と答えさせ
ている。要するに，すっぽり体全体を包むだけのもので，何の変哲もない衣であったのだ。
数学者は数々 のものの測量結果を吹聴する。英語で,$onthehornsofdilemma'などと，
角にたとえていう表現があることから，「ジレンマの2本の角の距離を計った」とか，「夜
と昼の距離｣，「AからZの間の距離｣,｢!Up'はどれ位遠いか｣,｢;Away'まで行くにはどれ
位かかるか｣,｢qpriceless'の値段はいくらか｣，「かばの平方は？」,｢4atsixesandsevens'
（大混乱)の時どこにいるか｣，「海にある塩分で，何羽の烏が獲れるか｣9)といったもので，
これらは単なる言葉の羅列ではなく，1つ1つが読者の意表をつき，言葉の面白さ，不思
議さを感じさせるものである。サーバーは，こうした言葉の配列をしばしば利用するが，
それを不思議と生き生きさせる腕を持っている。
3
『おえらいキロウ』の基礎になっているのは，先述のとおり，ヨーロッパの昔話にある
巨人退治の話である。小さい，のどかな，ある田舎町に，ハンダーという巨人がやって来
て，その大きな体にものをいわせて，法外な量の食事や，法外に大きい服や家を作るよう
に要求を出し，田舎町の人たちをびっくりさせる。ハンダーは@Hun'(フン族)+$plunder'
（略奪する）の合成語といわれているが'0),$thunder'(雷）をも連想させ，さらに，イギリ
ス昔話「巨人殺しのジャック」に出てくる巨人の1人は,Thunderdelである。
町の有力者たちは，大あわてに会議を開き，いろいろな対策案を出すが，いざ実行する
となると効果のなさそうなものばかりであった。こうした情況の中で，一番落着いて，対
策を考えていたのは，「おもちゃ屋｣のキロウであった。彼は日頃町の人たちからは軽んじ
られていて,@theGreatQuillow'(おえらいキロウ）と呼ばれていた力罰，これは「役立た
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ず」という意味に他ならなかった。彼は0theclown'(道化者）とも書かれていて，『たくさ
んのお月さま』の道化と同じ役割なのである。
ハンダーは物語で自分を楽しませる要求も出していたので，キロウはこの役を引受け，
一計を案じた。彼は馬鹿な巨人の話を作り，巨人が人々の話がlwoddly'(ぼそぼそ）と聴
える病気にかかり，つぎに，町の煙突が黒く見え，さらに青い人形がたくさん姿を現わし
たら，末期的症状で，黄色い水の海の中へ入らねばその病気は直せないという話をした。
一方，キロウは町の人に@woddly-woddly'と云わせ，煙突を黒く塗らせ，さらに，青い
人形をたくさん作って，野原一面に出現させ，ハンダーをノイローゼ状態に追い込み，海
へ走らせ，溺死させることによって，退治したのである。ここで注意すべきことは，イギ
リス昔話の「巨人殺しのジャック」は，英国を代表する話の1つといわれているが，そこ
では暴力と裏切りによって巨人を退治しているのである。それは，サーバーの気に入るや
り方ではなかった。だから，キロウに，全く「知恵の力」のみによって，退治する方法を
とらせたのである。サーバーは機械化の著しく進んでゆく社会に反発し，また,1930年に
著るしく台頭してきた世界の国家主義という怪物に強い嫌悪感をもった。巨人ハンダーは
そうした得体の知れない気運に他ならず，キロウは，そして，作者は，それに頭脳だけで
立ち向い，その災を排除しようとしたのである。これと同質のものは，国の名誉のために
抹殺された男の話「世界最大の男｣，弱い者に深い同情を示す「森がも｣，現実を逃れて夢
の中に生きようとする「ウォルター・ミテイの秘密生活｣，機械化の進んだ現代社会に抗し
きれず精神錯乱になった男の話｢何かいいたいこと」などに示されている。また，「新イソッ
プ物語」にも，調刺の形で，巨大な組織への反発と犠牲者への同情が示されている。
この作品においても，言葉の遊びが利用され，作品を面白いものにしている。この作品
でまず挙げなければならない言葉の遊びは，上述のとおり，キロウが作り話で，巨人を退
治したことであろう。これこそ，最大，最高の言葉の遊びである。言葉の魔術である。つ
ぎには，目新しい擬音語が目につ<｡<Garb',(Rowt',@Wumf',さらに，意味不明の話声
を示す!woddly-woddly'など。「ウオルター ・ミテイの秘密生活」で使った，飛行機の機関
の立てる音4ta-poketa-poketa-poketa,加戒e〃-加戒e"'')は米軍兵士の間で面白力ぎられ
大流行をしたといわれている。確かに，サーバーはこうした擬音の面に，鋭い感受性と表
現力をもっていたといえる。
また，4頭立の馬車馬の名は,Lobo,bolo,Olob,Obolで12),音の類似とともに，中央
で対称的な文字の配列になっていて，4頭の馬がそれぞれ似ていて，しかも，違う存在で
あることを言葉で表現したものであるといえる。また，ハンダーを惑わすために，キロウ
が口から出まかせの長い名は，王がAnderblusdaferafan,王の母はIsoldasadelofandaloo
で，3人の王子の名は,Ufabrodoborobe,Quamdelrodolanderay,Tristolcomofarasee'3)
で，これも言葉の遊びである。作者には何か意図するものがあったかも知れない。
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もう1つ，主人公の4Quillow'の名は聞き慣れぬものである。前半のQuillは鳥の大羽根
{quill'を連想させ,後半はfellowを連想させる。「羽根野郎｣とでもいうところであろうか，
事実，キロウは巨人退治の後で，手のひらにのせて，息を吹きかけると，空中に舞い上る
おもちゃを創案しているが，これは，ハンダーが，キロウに向って，手のひらに乗せて吹
き飛ばしてしまうぞとおどかしたことからヒントを得たものである。羽根と関係があると
いうのも，まんざら見当外れではあるまい。
4
『白い鹿』は23,000語ほどの作品で，彼の作品としては，最も長いものである。登場人
物は，後に姫に変る白鹿，父王と3人の王子たち，そして，姫の兄であり，道化役にされ
る朱儒のクォンドーが，主な者たちである。舞台は，ある王国とそれに隣接する魔法の森
である。煙が上へ立ち昇らず，下向きに流れ，遠くの声が近く，近くの声が遠く聞えると，
そこはもう魔法の森の中である。この語法は，シェイクスピアの『マクベス』に出てくる
魔女たちの言葉と同じで，無気味さを感じさせる。そこには，一万もの毒きのこ力:生えて
いて，それを手にとれば重く感じ，手放せば軽く感じる。この言葉は，当りまえのことを
云っているようでもあり，また，不思議な感じもする。また，この魔法の森では，兎は帽
子でもとるように首をとり，また，帽子をかぶるように簡単に元の場所にくっつけること
ができる。
この森の，かっての所有者であった，クロード王は，3人の王子がいて，上の2人は父
王と似て狩好きだが，末っ子王子は音楽好きの詩人で，狩ではわざと狙いを外したりする
ので，兄たちにその小心さを笑われていた。父王と2人の王子は，獲物を取り過ぎてしま
い，増殖するまで待たねばならぬことが，3度もあった。そうした，ある夜，退屈しきっ
た王子の1人が，魔法の森にはいくらでも獲物のいるのにと不平をこぼすと，父王は魔法
の森の恐ろしさを語り，若い時の話をした。自分たちと父王とで，鹿を追ってゆくと，そ
れが意地悪な魔法使の嫉妬のため鹿にされた北国の姫であることが分り，彼女を自国へ送
り届けると，昔話の作法どおり，3人の王子は課題を課されることになった。クロード王
の兄たちはその難題に出かけたまま消息を断ち，クロードに課せられた課題は易しかった
ので，無事成しとげ，その姫を妻として，3人の王子をもうけたという。
その時，不思議にも，どこからともなく，吟遊詩人が現れ，森に白い鹿のいることを歌
い告げる。歌い終ると，その吟遊詩人は，また，どこへともなく消え去ってしまった。こ
れは森の魔法使のしわざであった。狩好きの父王と2人の王子は，さっそく狩に出かけ，白
い鹿を見つけ，矢で射とめると，倒れているのは鹿ではなく，若い娘であった。しかし，
今回は，その娘は自分力罰誰なのか，全く思い出せなかった。宮廷の魔法使や書記係は文書
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に残る王の名を読み上げ,何とか記憶を甦えらせようと努めるが,彼女の思い出すのは,た
だ,緑の樹と畑だけであった。娘は自分のアイデンティティを確信できず，苦しみ，末っ子
王子は同情する。王も困り，宮廷侍医とも相談し，また，こんなに上品な娘は姫に違いな
いと信じて，昔話の作法どおり，王子たちに難問を課して，結婚させることにする。
第一王子には「セドンの森の大青猪」を殺すこと，第2王子には「7つ首の竜が守る，
ローラロウの聖剣」を持ち帰ること，第3王子には，「モクモクの守る1000のさぐらんぼ
を載せた聖杯」を持ち帰ることであった。しかし，モクモクという怪物は粘土と白檀の木
で出来た帆張り子の虎〃に過ぎず，その容易さに不満であった。このあたりに，昔話の伝
統的な型に対する調刺がある。
2人の兄たちは，それぞれ苦労した末に，目標を果した。ここにも，昔話の型に対する
パロディが見られる。一方，末っ子王子は，自分に課せられた仕事が容易で，不満なので，
途中で困っている魔法使を助けてやった礼として，仕事を難かしぐしてくれと頼む。そし
て，スフインクスが現われて，謎をかけるが，答は簡単に出てしまう。末っ子王子が，ど
こ力讐難かしいのかと文句を云うと，あごを動かさずに質問するのが難かしいという。これ
は『たくさんのお月さま』の魔法使が与えた，「見えない衣」と同質の冗談である。
モクモクはすでに破壊されていて,1000のさぐらんぼを聖杯に載せることは簡単そうで
あったが,1000を数えてやっと1つ落ちてくるさぐらんぼに時間がかかり過ぎはしないか
と不安になる。これも仕事を難かしぐするという魔法使の約束の1つなのだが,｢1000」と
いいさえすればよいとヒントを与えられて，無事目的を果す。
その間，娘は誰が一番早く帰ってくるか，自分は本当は鹿かも知れない，などと思い悩
む。王や相談役の時計作り人，宮廷医師，書記は，なお，娘の正体について議論し，書記
は文書を調べて，3度愛を失ったら鹿になってしまうことを知り，それを公表する。娘は
それを王子たちに云う権利を主張し，王たちの同意を得る。
森の魔法使の術によって，王子たちは3人そろって同時に帰ってくる。これもまた，昔
話のパロデイである。朱儒のクォンドーは娘を黄金の椅子に坐らせ，同時に到着した王子
たちは，仕方なく年令順に，娘の前にひざまづく。娘の「愛してくれますか」という言葉
に対して，上の2人は無言で去る。娘は心をいためるが，これはどうやら，朱儒のクオン
ドーの魔術のせいらしい。末っ子王子が娘の愛を受け入れると，クォンドーは消えてしま
い，そこには，立派な若者が立っていた。彼は北国の王子であり，娘は北国のロザリア王
女であることを宣言する。そして，それまでの事情を説明する。
北国の王は多くの女性に愛され，そのうちの1人に嫉妬深い女がいて，父王が結婚する
と，その女は魔女を雇い，呪をかけ，王女を鹿に，王子を朱儒にして，事情は知ってたも
のの，王女を愛する王子の出現まで，知らせることができぬよう魔法をかけられていたと
いう。それで仕方なく，白鹿にされた妹を見張っていたが，見失ってしまい，噂をきいて
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《℃rotch,youmean,"saidThag,catchingsightofaroundishbaldingmana
fewfeetabovehim.
《《Onthecontrary,''saidtheman,《《crunchiswhatyoumeetinaching.''
"That'swince,"saidThagangrily.
《Minceiswhatyoudotowords,''theroundmanretorted.
《'It'sglibbers,inanycase,"saidThaghaughtily,<<notglobbers,asyousaid.
Thewordisinthepleasanttrense.''
《<Ah,butyouspeakofmood,''saidtheroundman.《《Iwasreferringtothe
moon.ItisimportanttomindyourD'sandN'sintheseparticularwoods,which
arenottooparticular,ifyougrasp"@e.''
《Nobody'sgrabbingjjo",''…'5）
こうした言葉の混乱はまだまだ続き，独り王子だけでなく，そこの住人である魔法使も，
そして，作者の語る地の文までが混乱を起してしまい，全体力ざ判じ物めいてきている。こ
うした言葉の遊びはいたるところにあり，この作品は，むしろ，こうした言葉の遊びを思
う存分するために作られたと言ってもよい位である。
単語の羅列の面白さはここでも利用されている。書記が，若い娘に父親の王の名を思い
出させるために読み上げる名は，単調でありながら，どこか面白味があるのは不思議であ
る。
《《Rango,Rengo,Ringo,Rongo,Rungo,"chantedtheRecorder.
《《Rappo,Reppo,Rippo,Roppo,Ruppo,''
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
"Santo,Sento,Sinto,Sonto,Sunto,''dronedtheRecorder.
《《Talatar,Teletar,Tilitar,Tolotar,Tulutar・Undan,Unden,Undin,Undon,
Undun.''
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
《《Varalare,Veralare,Viralare,Voralare,Vuralare.Waxy,
Wexy,Wixy,Woxy,Wuxy,''heintoned・
‐
《《Pap,Pep,Pip,Pop,Pup!"criedthekingindisgust.
《<EnoughofthisWixy,Waxy,Wuxy!…．．…16）
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5
『13の時計』も，不思議な話である。不気味といった方がいいかもしれない。もしかし
たら，『オトラント城』が手本として，心の中にあったかも知れない。時代は不明であるが，
中世的で，まだ，魔術が日常的に行われていた時代である。しかし，時計の存在はそれほ
ど古くさかのぼることを妨げている。
淋しい丘の上に不気味な城があり，城主の公爵は心も笑も冷たい人で，いつも手袋を離
せない｡城内にいる姪のサラリンダだけが唯一の心暖まるもので,彼女を手放すことを嫌っ
て，多くの求婚者に対して難問を課し，撃退することばかり考えている。7年前の寒い日
以来，13の時計は5時10分前を指して，止まっている。彼は12才の時,モズの巣をさく･っ
ている時に，親もずに眼をつつかれて，右眼を失い，足もまた不自由である。その足につ
いて，一方が一方より短いというと，その人をその場で殺し，一方が長いというと喜んだ。
その他，姫の求婚者は，酒をほめないとか，彼の手袋を見過ぎたといった，ささいな理由
で殺され，切り刻まれて，鶯鳥の餌にされた。また，月を切れとか，海をぶどう酒にしる
とかいった，理不尽な難題を課されて，殺された。
折しも，ぜいたくな暮らしに飽きてしまった,ある国の王子が,吟遊詩人に身をやつして，
この国を訪れ，酒場で城の話をきくと，姫を手に入れたく思った。吟遊詩人の王子は公爵
を歌にして認刺し，人気を得た。しかし，町の人たちは後の災を恐れて，こそこそと家へ
引っこんでしまった。果して，公爵のスパイである《ささやき(whisper)'が詩人を捕え，牢に
入れた。すると，どこからともなく，一寸法師が現われて，何かと王子の世話をした。こ
の小人は，出来の悪い魔法使の父母から生れたが,善意の者であった。彼は王子に,1000の
宝石を取りに行かせないでくれと公爵に頼むようにすすめる。すると，ひねくれ者の公爵
は，果して，宝石を取りに行かせた。
小人は宝石を出す女を知っていた。その女の出す悲しみの涙は永遠の宝石となったが，
むやみに泣くことは公爵に禁じられていた。笑いの涙から生まれる宝石は2週間すると涙
に戻ってしまうが，とにかく宝石を手に入れたので，姫をもらい受けることを申し出た。
公爵がこの城の中の唯一の暖かいものである姫を手放したがらなかったのは，実は，彼
女を自分の妻とすべく，盗んで来ていたのであった。しかし，魔女である乳母が，いち早
く術をかけて,21才まで結婚することを禁じたのであった。それで公爵は他の男にとられ
ぬよう，サラリンダ姫に魔法をかけていたので，多くの求婚者は失敗する運命にあったの
である。しかし,Xの字で始まる名前を持った者によって，その呪が解かれる運命にあっ
た。そして，この吟遊詩人の王子の本名はXで始まる名であった。
一方，小人は姫と力を合わせて，止まっていた時計の針を動かし.過去しか存在しなかっ
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た城に，現在をもたらしたのであった。作者の時計に関する関心は高く，時計を心臓の鼓
動と同一視し，生命の根源と考えている。だからこそ，時計を動かすことによって，城は
動き始め，自ら，魔術を解き，暗雲を吹き払い始めたのである。王子は1000の宝石と交換
に，姫を引き渡す要求を出した。公爵は約束をしていたので，仕方なく，姫を渡す。姫の
父の名も判明した今，若い2人は揃って，父の国へ旅立った。残された公爵は淋しいばか
りでなく，手に入れた宝石は涙に戻ってしまい，すべてを失い，いつの間にか城から姿が
見えなくなってしまった。
この作品は安直なところもあるが，ぞっとする不気味さもあり，その不気味さは作者自
身の内部にあった，暗い一面に他ならない。公爵の冷たさと底意地の悪さも，また，作者
が持っていたものである。しかし，サーバーは若者たちの愛と希望に期待をかけ，喜んで
拍手を贈る。清らかな乙女の心には若さと愛の時を告げる時計がある'7)と考えている。『す
ばらしいO』においても，多くの時計が破壊されたにもかかわらず，「心の中で時を刻む時
計が残っていた」Ⅱ8)として，破壊者たちを追いつめる力の誕生の動機の1つとしている。
6
『すばらしいO』は，まさに，サーバーならではの作品といえる。『白い鹿』は言葉の遊
びの作品であるが，『すばらしいO』は，また，別の意味で，言葉の遊びの作品である。O
という，たった1つの文字が無かったら,どんなに不自由かということが主題だが，他の
誰が今まで1文字がない不自由さを，これほどまでたんねんに追求し,作品化することを
思いついたであろうか。それでいて，これは日常生活でふと思いつくことがよくあり，「も
し，これがなかったらどうなるだろう」と考えるのである。サーバーは，普通の人がよく
考えることを敏感に察知し，それを分りやすく，拡大して見せてくれたのである。
真夜中の12時の鐘が鳴って間もなく，見慣れぬ人影が居酒屋に入った｡弁髪の船乗りで，
オウムを背にとまらせていたが，松葉杖はついていなかった。この男はリトルジャックと
いう男で，酒場の人たちは彼の姿を見ると静まり返ってしまった。少しして，黒服の男が
手招きして，「地図を持っているか｣ときく。この男は船主のブラックで，母が船窓にはさ
まれて，亡くなって以来，丸いもの,Oの文字が大嫌いになった。だから彼の船はOを抜
かして,aeiu号という名である。リトルジャックが差出したのは宝の地図で，さっそ<,出
発の準備をする。その島の名は9<ooroo'という名で「2人のお化けがrに寄りかかってい
るみたい」で'9)，ぞっとするものである。
船が目的地につくと，船乗りの1団は宝石を捜すが見つからないので，斧や鍬や梶棒を
使って，島じゅうを掘り返し，特に嫌いなOの字のつく物を破壊し，島民にはOの字のつ
くものの使用を禁じた。宝物が全然見つからないことに腹をたてた海賊たちは，二枚舌の
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ハイド氏を判事に任命し，違反者をますます厳しく取締った。
一方，多くのものを破壊され,Oの字のつくものの使用を禁じられた島民は困り果てた。
音楽，教養などの文化面のみならず，衣食住にもさしつかえが出た。詩人のアンドレアス
はOの字が使えなくなり，詩作が出来なくなってしまい，若い娘のアンドレアや他の島民
と集まり，相談する。彼女は勤務している図書館で,海賊たちを追い出す魔法の本を捜す。
島民はOの字のつくもので，失ってはならない4つのものは,<hope','love',<valor'と《?'
と話合うが20)9もう1つが思い出せない。
その間も，破壊は進む力罫，破壊者達にも疲労が重なり，思わぬ見落しがあった。すべて
の時計を破壊したと思ったが,人間の心の中で鳴る時計は壊せなかった。それが11時の時
報をうつと，地上に奇妙な現象が起った。Oの字のつかぬ名の人物と中味が沢山出てきた。
それらが光を発して，それらを宝石と思ったブラック達は入物の中味を片端から開き始め
た。すると，それぞれに紙が入っていて，それぞれに字が1つずつ現われ，輝いた。時計
が12時をうつと，遠くの鐘が鳴り，それが近く，はっきり聞こえてきて，空中に広がった。
アンドレアスは光る言葉を「自由」と読み上げた。求めていた第4のものはこれであっ
た。海賊達は震え出し，海辺に追いつめられ，島民に退去するよう求められた。海賊達は
船を出した。Oの字のつく，あらゆる天然現象が起り，聖書のノア以来の大冒険家たちの
船が海辺にいる人たちには見えたように思った。以来海賊たちのことは耳にしたことがな
い。島には自由がもどり，何年かすると,Oの字の記念塔が立てられ，その話は子どもた
ちに語り伝えられた。
この話は，先述のとおり，『白い鹿』とは別の，不思議な言葉の遊びがある。物語の筋は
従的なもので，たった1つのOの字が使えない不自由さと，その結果生じる不思議な言葉
の変化とこっけいさが主題なのである。
Andsothelocksmithbecamealcksmith,andthebootmaker,abtmaker,and
peoplewhisperedlikeconspiratorswhentheysaidthenamesZ,0"e'sZ,α肋"γ'sLos/
and〃0肋"Gooseflattenedoutlikeaprickedballoon．Bookswerebksand
RobinhoodwasRbinhd.LittleGoodyTwoShoeslostherO'sandsodidGol-
dilocks,andtheformerbecameawhisperandthelattersoundedlikeakeyjiggled
inalck・Itwasimpossibletoread"cockadoodledoo''aloud,andparentsgaveup
21）readingtotheirchildren,andsomegaveupreadingaltogether,...
こうした調子が，全体におよんでいて，この作品を作り上げている。作品の始めの部分で
は，宝島の地図など持ち出して，海賊たちの宝さがしが主たる目的のように述べられてい
るが，それは口実に過ぎない。Oの字を使えないことから生ずる大騒動を持ち出すための
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きっかけに過ぎないのである。
単語の羅列は，『たくさんのお月さま』以来の手法だが，ここではそれが最大限に利用さ
れていて，宝石，楽器，鳥，家，動物，農作物，花，道具，学問，ケーム，身体，運動，
怪物，天然現象，冒険家など,1000に近い単語が羅列されている。全体の1割近くもの言
葉が，並べられているだけの作品が，他にあるだろうか。これこそ，彼の言葉への関心の
総仕上げの作品といえる。
むすぴ
以上を見るに，サーバーの児童文学作品は，彼の本業である小品ではできぬことの補償
行為といえる。作品の舞台をアメリカの日常生活から，中世ヨーロッパや物語の世界に移
して，現実の場面では断念しなければならない想像力を，そして，言葉の遊びを，思う存
分に表現したといえる。『13の時計』は，別の作品を仕上げるために，バーミューダヘ行っ
た時，その苦役から逃れるためであるかのように，ふと思いつき，生れ出た作品であると，
その前書きに書かれている。それは,'anexampleofescapismandself-indulgence'と自
らいっている22)｡時にはこうした道草をしなければ,現代人は正気を保てない。心のバラン
スを保つために欠かせないことという。これが彼の児童文学作品が大人の童話といわれる
理由である。
同じことは，彼の作品全体に対する彼の児童文学作品についても言えるし，現代社会に
対する彼の作品全体の関係についても言える。彼のユーモアや調刺は現代社会への警告で
あり，治療薬であり，また，それは現代社会や世間の人々という丸薬を受入れるためのオ
ブラートの役を果しているのである。彼は5分の2の視力で世間を見て，残りを想像力で
補い，時として「バーニィ・ハラファの黒魔術」でのように見当外れの道化役を演じ，周
囲の人を笑わせたり，皮肉を言ったりしつつ，自分のこの世における存在を示したのであ
る。サーバーの童話と彼の作品全体は，『不思議な国のアリス』の作者，ルイス?キャロル
とは違った意味で，合理化と機械化の進む，怪物的社会への警鐘なのである。
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